
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬の厳しい寒さが続いています。今年は新型コロナウイルスに加え、インフルエンザの流行もあり、体調を崩している子供たちも見ら

れます。健康管理には十分に気をつけて、好き嫌いなく栄養バランスのよい食事をとり、体の抵抗力を高めましょう。また、２月は旧暦で

は季節の変わり目でもあり、行事には「節分」があります。日本に古くから伝わる文化を大切に受け継いでいきましょう。 

×茨城県は野菜がたくさんとれる（全国農業産出額

全国第３位）のに、あまり食べていない人が多い。 

×茨城県民は他県民より、味の濃いものを好み、 

しょっぱいものをとりすぎている人が多い。 

ひたちなか市は県内でも該当者が多い市町村です。 
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学校給食は国が定めた食塩基準量があり、本校ではこれに沿って献立を立てて調理し、毎日、塩分濃度を測定

して「適塩」の料理を提供しています。「給食は味がない！」と感じてしまうお子さんは、ご家庭と学校給食の

味付けの差が少なくなると抵抗なく食べられることもあると思います。お子さんの健康はもちろん、ご家族皆様

のためにも、ご家庭でも「適塩」の食事をおすすめいたします。 

今は「健康」を子供たちは実感しにくいかも

しれません。しかし、子供の頃から適塩に

慣れておけば、大人になっても薄味に抵抗

なく食事ができます。習慣化は大切です。 
高血圧 

お子さんと一緒にお読みください 



 ひたちなか市 「食」に関する標語  

 令和４年度「『食』に関する標語コンクール」（ひたちなか市主催） 

において、市内の小中・義務教育学校の児童生徒から５,７５７点の応募があり、本校から以下６人の児童生徒が見事

入賞しました。同コンクールは、児童生徒の食への関心をさらに高めることを目的としたものです。入選作品は１月

24 日～30日にひたちなか市役所・市民ホールへ展示されました。入賞者には後日、賞状等が贈呈されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平磯地区住民 学校給食を味わう   

1 月 27 日（金）、市民の皆様の「日本一になった美乃浜の給食を食べたい！」というありがたい声にお応えして、

平磯自治会（根本 文明
ふみあき

 会長様）のご協力のもと、平磯地区にお住まいで事前に希望された 34 名の方に、感染症等

の対策を行い、本校の給食をご試食いただきました。なお、当日は PTA の方々に受付や配膳のご協力をいただきまし

た。また、日立市・東海村・ひたちなか市（一部）で契約者が見られるケーブルテレビ

「JWAY（ジェイウェイ）」の取材もありました。 
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・給食を子供の頃も食べたことがなかった世代なので、初めて食べられてよかった。 

・60年ぶりの給食は懐かしかった。 

・薄味の味付けの大切さが感じられた。薄味でもおいしかった。 

・家では簡単な食事で済ませてしまうので、給食はありがたいと思った。 

・野菜をたくさん食べようと思った。 

・孫の食べている給食を味わえて良かった。 

・地域のことを考えてくださってありがたい。 

・おにぎり作りが楽しかった。 

 

磯崎地区は 2月 9日（木）、平磯清水地区は 10日（金）、阿字ヶ浦地区は 3月 14日（火）に開催予定です 


